
プロコフィエフ 

• オペラ: 彼のオペラ作品には、《戦争と平和》《三つのオレンジへの恋》などがあ

ります。特に《戦争と平和》は、トルストイの同名小説を原作とし、ソビエト時代に

高く評価されました。 

プロコフィエフ（Sergei Prokofiev, 1891-1953）は、ロシアの作曲家、ピアニスト、指揮者とし

て知られており、彼のオペラ作品は、革新的でドラマティックな要素と伝統的なオペラ形

式を融合させたものです。彼のオペラ作品には、さまざまな時代背景や思想が反映さ

れ、しばしば社会的・政治的なメッセージが含まれています。以下は、プロコフィエフの

代表的なオペラ作品についての詳細です。 

1. 《戦争と平和》Op. 91（1941-1952） 

• 概要: このオペラは、レフ・トルストイの同名の小説を基にしており、ナポレオンのロ

シア侵攻とロシアの人々の運命を描いています。全 13場面で構成され、愛と

戦争、祖国愛が交錯する壮大な物語が展開されます。 

• 特徴: 第二次世界大戦中に作曲されたため、戦争の恐怖や愛国心が強調さ

れており、プロコフィエフの最も政治的な作品の一つとされています。大規模な

合唱やオーケストラの使用が特徴的で、ドラマティックな音楽が続きます。 

2. 《三つのオレンジへの恋》Op. 33（1919） 

• 概要: このオペラは、18世紀のイタリアの劇作家カルロ・ゴッツィの寓話劇を基に

しており、魔法と幻想の世界で繰り広げられるコメディ要素を持つ作品です。 

• 特徴: プロコフィエフのユーモアが光る作品で、軽快なリズムや遊び心に満ちた

メロディーが特徴的です。この作品は、プロコフィエフの実験的で前衛的なスタ

イルを示すと同時に、後期ロマン主義の要素も感じさせます。 

3. 《賭博者》Op. 24（1915-1917） 

• 概要: フョードル・ドストエフスキーの同名の小説を基にしており、主人公のアレク

セイと彼を取り巻く人々のギャンブルに対する執着を描いています。 



• 特徴: このオペラは、登場人物たちの感情的な緊張感と心理的な葛藤が表

現されています。音楽的には緊張感が続き、リズムや和声の面で大胆な表現

が用いられています。 

4. 《炎の天使》Op. 37（1919-1927） 

• 概要: ワレリー・ブリュソフの小説に基づいており、中世のドイツを舞台に、神秘

主義と宗教的狂気、超自然的なテーマを扱っています。 

• 特徴: 作品はオペラの中でも特にドラマチックで、神秘的な要素と幻想的な場

面が印象的です。重厚なオーケストレーションと不協和音を多用した表現が、

物語の狂気や緊張感を高めています。 

5. 《セミョーン・コトコ》Op. 81（1939） 

• 概要: ロシア革命と内戦を背景に、主人公セミョーン・コトコが恋人との愛を守

るために戦う姿を描いています。 

• 特徴: この作品は、プロコフィエフがソビエト連邦のプロパガンダに沿った作品と

して作曲したもので、愛国的なテーマが強調されています。オーケストラのリズム

感や色彩感が豊かで、社会主義リアリズムの影響が色濃く現れています。 

6. 《結婚の目撃者》Op. 93（1946） 

• 概要: プロコフィエフの晩年に書かれたオペラで、コミカルな要素を含む短い作

品です。ストーリーは、結婚の場面で起こる一連の誤解や混乱を描いていま

す。 

• 特徴: 軽妙なリズムとユーモラスなメロディーが特徴で、プロコフィエフのより軽

い、娯楽性の高い作品となっています。 

プロコフィエフのオペラの特徴 

• 多様性: 彼のオペラ作品は、コメディ、悲劇、政治的メッセージなど、さまざまな

ジャンルとテーマを扱っています。 

• 音楽的革新: 前衛的な和声やリズムを導入し、当時のオペラ界に新しい風を

吹き込みました。 



• ドラマ性: 各キャラクターの心理描写や劇的な展開が音楽と密接に結びつい

ており、ドラマティックな表現力が高いです。 

プロコフィエフは、オペラを通じて彼自身の音楽的なアイデアを表現すると同時に、当時

の社会的・政治的な状況にも影響を受けました。彼のオペラ作品は、20世紀初頭のロ

シア音楽の重要な一翼を担っています。 
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